
公開セミナー 

 

⽇時：10 ⽉ 6 ⽇（⾦）13:30-14:30 

場所：⾃然科学１号館 B ブロック３階 ⽣物会議室（1B314-317) 

演者：中川 知⼰ 博⼠（横浜サイエンスフロンティア⾼校・基礎⽣物学研究所）   

演題：「植物進化に学ぶ究極の外交術〜周囲の微⽣物を味⽅に変えるマメ科植物の巧妙な戦略〜」   

 

詳細： 

 ⾃然環境下で植物は、病原菌や病原菌になりうる様々な微⽣物に囲まれて⽣育している。微⽣物の侵⼊を関知した植物

は、抗菌物質や活性酸素の⽣成、細胞壁の強化、さらには感染した細胞を⾃爆させる過敏感細胞死などで対抗するが、微

⽣物も感知されない巧妙な仕組みを次々に開発して感染を試みる。このような⾃然界においてさえも、植物が微⽣物を組

織内や細胞内に積極的に受け⼊れる相利共⽣が知られている。私は共⽣の宿主植物がどのように病原菌を排除しながら共

⽣菌を受け⼊れているのかに興味を持ち、⻑年研究を⾏ってきた。 

 これまでに陸上植物の代表的な共⽣である根粒菌共⽣およびアーバスキュラー菌根菌(AM 菌)共⽣において、宿主の共

⽣プログラムを起動する最初の接触段階に植物の防御応答受容体である CERK1 が密接に関わっていることを我々は発⾒

している (Nakagawa et al., 2011, Miyata et al., 2014)。この仕組みは⾝分認証時の不正を防ぐ役割を担っ

p があった。 

 最近になって私は、マメ科植物が共⽣時の義務を果たさない根粒菌を死滅させる仕組みを備えていることを発⾒した。

私がミヤコグサから単離した pink4 変異体はこの仕組みが破綻しているが、この変異体や関連する現象を解析する過程

で、マメ科植物が働いた根粒菌を膨⼤な数に増殖させて⼟壌中に放出する仕組みも発⾒した。この「信賞必罰」によりマ

メ科植物は、周囲の微⽣物群集を⾃⾝の⽣育に適した構成に変えることで、相利的な選択圧を⽣じさせて共⽣を維持して

いると推測される。 
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